
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●シリーズ「今さら聞けない⁉『社会教育』」② 

●表紙の講師は…「スポーツ教室」講師・渡邊和英 

●センターからのご案内 

●モグモグレシピ・賛助会・寄付お礼 

１ 

は、市民のみなさまの 
“やりたい”を実現し、「豊かなくらし」を応援する 
施設として、1969 年に日野市と㈶社会教育協会が 
協定書に基づいて設立しました。 
今月もセンターで生きがいづくりをされる沢山の 
市民の方々の活動をお伝えします。 
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人が好き     がステキな街が好き 
笑 顔 

ひの社会教育センター広報紙 

ス
ポ
ー
ツ
を 

楽
し
む
た
め
の
入
口 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

２ 

そ
こ
で
出
た
意
見
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

 

●
セ
ン
タ
ー
で
は
、
事
業
の
対
象
年
齢
が

０
才
か
ら
高
齢
者
ま
で
に
わ
た
り
、
内
容
も

歌
や
楽
器
、
語
学
、
体
操
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
、

「
密
」
や
「
飛
沫
」
を
避
け
ら
れ
な
い
も
の

が
多
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
へ
の
「
こ

わ
い
」
気
持
ち
と
、
事
業
を
「
出
来
る
」
と

い
う
思
い
。
狭
間
に
立
つ
と
開
催
の
判
断
が

難
し
い
。
ま
た
、
人
に
よ
っ
て
許
容
で
き
る

範
囲
が
違
う
、
と
い
う
こ
と
も
課
題
に
な
っ

て
い
る
。 

 

 

●
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
や
り
と
り
が
ど
ん

ど
ん
活
発
に
便
利
に
な
る
一
方
で
、
オ
ン
ラ

イ
ン
世
界
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
の
未
来
は

ど
う
な
る…

？
と
い
う
懸
念
。
直
接
会
う
こ

と
の
価
値
を
知
っ
て
い
る
私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
は
何
か
。 

シ
リ
ー
ズ 

今
さ
ら
聞
け
な
い
!? 

『
社
会
教
育
』
② 

が
り
』
を
止
め
て
は
い
け
な
い
」
と
い

う
思
い
の
も
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
集

い
や
講
座
を
開
設
し
ま
し
た
。 

突
如
と
し
て
訪
れ
た
「w

i
t
h

コ
ロ
ナ
」

時
代
。
人
と
人
と
が
出
会
う
か
ら
こ
そ

生
ま
れ
る
「
社
会
教
育
」
の
現
場
で
、

直
接
の
出
会
い
が
減
少
し
て
い
く
状
況

下
、
ど
ん
な
こ
と
が
私
た
ち
に
求
め
ら

れ
、
実
行
し
て
い
け
る
の
か
、
思
い
の

ま
ま
に
話
し
合
い
ま
し
た
。 

 
 

 

各
々
の
参
加
メ
ン
バ
ー
か
ら
「
社
会

教
育
」
を
感
じ
た
体
験
談
を
聞
い
た
後
、

３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
「
現
在
の
コ
ロ

ナ
禍
、
何
を
感
じ
て
い
る
か
。
そ
し
て

日
野
の
街
で
ど
う
し
て
い
っ
た
ら
よ
い

か
。
新
た
な
価
値
の
創
造
を
目
指
す
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
意
見
交
換
を
し
ま
し

た
。 

 

前
回
、
第
１
回
の
「
社
会
教
育
っ
て
、

そ
も
そ
も
何
！？
」
を
読
ん
で
い
た
だ
き

多
く
の
反
響
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ひ

の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
職
員
・

ス
タ
ッ
フ
、
学
生
リ
ー
ダ
ー
と
、
前
回

同
様
、
東
京
都
立
大
学
の
荒
井
文
昭
教

授
を
交
え
、
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

前
回
の
記
事
に
感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
日
野
市
の

教
育
行
政
に
長
く
携
わ
る
米
田
裕
治
さ

ん
も
お
誘
い
し
、「
社
会
教
育
に
関
わ
る

仲
間
」
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

 
ま
ず
は
全
員
自
己
紹
介
。
お
互
い
の

立
場
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
け
れ
ど
「
～

さ
ん
で
呼
び
合
う
」
こ
と
。
話
は
「
最

後
ま
で
聞
こ
う
」。
そ
し
て
、
マ
ス
ク
で

顔
の
半
分
が
隠
れ
て
い
る
の
で
、「
目
も

と
は
に
っ
こ
り
」
と
約
束
。 

こ
の
場
に
ど
う
し
て
参
加
し
て
い
る

の
か
、
そ
も
そ
も
「
ひ
の
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
」
と
の
付
き
合
い
の
始
ま
り
な

ど
を
各
々
話
す
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。 

 

３
月
か
ら
日
本
中
、
世
界
中
で
全
て

が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
状
況
の

中
、
セ
ン
タ
ー
も
例
外
で
は
な
く
、
講

座
の
休
講
、
ひ
の
自
然
学
校
や
イ
ベ
ン

ト
の
中
止
、
休
館
の
日
々
が
続
き
ま
し

た
。
し
か
し
、「
こ
ん
な
時
こ
そ
、
社
会

教
育
施
設
と
し
て
『
学
び
』
や
『
つ
な 

第
２
回
「
コ
ロ
ナ
禍
の
今
。 

『
社
会
教
育
』
に
出
来
る
こ
と
は
。」 

 

▲「えんたくん」という名の円形のボール紙に、自由に書

き込みます 

開設から 50 年、社会教育の実践機関として位置づけられてきた「ひの社会教育センター」ですが、時代

と共に関わる人もまた変化し、3 世代を超えて利用されている場所になっています。 

時と共に変化することと、変わらないもの。社会教育とは何なのか、社会教育に求められることは何な

のか…こうした話題について今年度は、現場で日々活動に向き合う職員と、この分野を専門的にご研究さ

れている東京都立大学（2020 年 3 月までの首都大学東京）の荒井文昭教授との対談をお届けしていきます。 

 

荒井
あ ら い

文
ふ み

昭
あ き

教授 プロフィール 専門研究分野：教育政治研究、教育行政学 

              社会教育協会の理事として、協会附属「市民の社会教育研究所」（2019 年設立）の準備

段階から携わり、現在、同研究所の副所長を務める。 

 所属 人文社会学部 人間社会学科 教育学教室 ・ 人文科学研究科 人間科学専攻 教育学分野 

 研究テーマ 

1. 教育政治の研究（だれが教育を決めてきたのか、だれが決めるべきなのか）、 

2. 学校づくりと地域づくり（構造改革下における教育行政の動態調査）、 

3. アジア・オセアニアにおける教育自治のあり方 

 

 

▲０才も参加できる、座談会。 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

『
ス
ポ
ー
ツ
教
室
』 

渡
邊 

和
英 

 

（
愛
称
・
か
ず
き
ち
） 

プロフィール 表紙の 
講師は… 

３ 

 

ス
ポ
ー
ツ
教
室
は
、
年
齢
ご
と
に
就
学
前
幼

児
の「
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
」
、「
小
学
生
ス
ポ
ー

ツ
」
、「
中
高
生
ス
ポ
ー
ツ
」
が
あ
り
、
渡
邊
と
、

ス
ポ
ー
ツ
大
好
き
な
学
生
・
社
会
人
ス
タ
ッ
フ

が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。 

 

中
学
校
か
ら
大
学
ま
で
10
年
間
、
陸
上

競
技
を
行
う
。
高
校
時
代
に
は
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
優
勝
。
大
学
時
代
に
は
十
種
競
技
に
て
、

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
、
関
東
イ
ン
カ
レ
等
の
試
合

に
出
場
。
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
の
職
員

と
し
て
、
幼
児
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
全
年
齢
の
体

づ
く
り
事
業
を
担
当
。 

 会
員
さ
ん
への
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ 

  

運
動
が
苦
手
だ
と
思
っ
て
い
る
子
も
た

く
さ
ん
い
る
け
ど
、
体
の
動
か
し
方
や
楽

し
み
方
が
わ
か
れ
ば
、
「
ま
た
や
り
た

い
！
」
っ
て
思
え
る
よ
。（
か
ず
き
ち
） 

対
話
の
中
で
新
し
い
目
標
・
新
し
い
幸

せ
感
を
み
つ
け
て
い
く
こ
と
が
大
事
で

あ
る
。 

 〈
ま
と
め
〉 

セ
ン
タ
ー
で
は
、
感
染
症
対
策
を
し

な
が
ら
、
現
在
多
く
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

再
開
し
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
最
終
的

に
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
決
め
る
こ

と
は
、
自
分
自
身
の
判
断
が
必
要
で
す
。

そ
の
結
果
、「
参
加
し
よ
う
！
」
と
決
断

し
た
人
の
た
め
に
も
、
セ
ン
タ
ー
は
門

を
開
い
て
皆
さ
ん
の
利
用
を
お
待
ち
し

よ
う
と
い
う
こ
と
が
ひ
と
ま
ず
の
目
標

と
な
り
ま
し
た
。 

ー
座
談
会
の
ま
と
め
ー 

 【
荒
井
文
昭
先
生
よ
り
】 

言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
は
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う

が
、
学
習
は
自
分
ら
し
さ
を
創
造
す
る
も

の
で
あ
り
、
対
話
関
係
抜
き
で
は
自
分
ら

し
さ
は
生
ま
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。 

教
育
に
は
社
会
を
持
続
さ
せ
る
役
割

が
あ
る
が
、
持
続
の
仕
方
が
問
題
で
、
学

校
教
育
で
は
時
代
時
代
で
、
そ
の
と
き
に

「
大
事
」
と
さ
れ
る
こ
と
が
教
え
ら
れ
る
傾

向
に
あ
る
。 

し
か
し
、
今
を
生
き
て
い
る
人
に
と
っ

て
、
お
も
し
ろ
い
と
い
う
こ
と
を
、
教
育
を

通
じ
て
実
現
す
る
こ
と
こ
そ
が
大
事
で
、 

こ
の
時
代
で
何
が
大
事
か
わ
か
ら
な
い
と

い
う
と
こ
ろ
か
ら
出
発
す
る
こ
と
が
必

要
。 教

育
の
自
律
性
が
次
の
価
値
を
生
み

出
し
、
次
の
社
会
を
創
造
す
る
。 

セ
ン
タ
ー
の
強
み
で
あ
る
自
由
・
自
立

性
を
守
り
な
が
ら
、
国
や
社
会
に
そ
の
条

件
を
支
え
て
も
ら
う
仕
組
み
が
必
要
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
今
も
、
そ
の
先
の
ど
ん
な
時

代
も
、
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
の
よ
う

な
社
会
教
育
施
設
が
、
す
べ
て
の
人
の
学

習
の
権
利
を
生
涯
に
わ
た
り
保
証
す
る

場
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、
新
し
い
目

標
、
新
し
い
幸
せ
感
を
見
つ
け
る
た
め

に
、
今
、
あ
な
た
の
学
び
た
い
こ
と
、
や

っ
て
み
た
い
こ
と
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
一
緒
に
つ
く
り
だ
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。 

●
高
齢
者
が
出
か
け
ら
れ
な
い
、
集
ま

れ
な
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ

な
い
こ
と
へ
の
不
安
を
耳
に
す
る
。 

 

●
コ
ロ
ナ
を
よ
く
知
っ
て
、
正
し
く
恐

れ
る
。
不
確
か
な
情
報
に
あ
お
ら
れ
て
し

ま
う
と
恐
怖
が
増
大
す
る
。
情
報
を
正
し

く
受
け
取
る
こ
と
の
必
要
性
を
。 

 

【
米
田
裕
治
さ
ん
よ
り
】 

今
日
集
ま
っ
て
い
る
み
ん
な
の
セ
ン

タ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
は
、 

『
人
と
人
と
が
支
え
合
っ
て
、
つ
な
が
り

あ
っ
て
い
て
、
人
間
く
さ
い
。 

 

ひ
と
り
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
て
い

る
。
ひ
と
り
ひ
と
り
に
役
割
と
居
場
所
感

が
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
作
っ
て
き
た

と
こ
ろ
が
セ
ン
タ
ー
っ
ぽ
い
』
。 

自
分
を
最
後
ま
で
自
分
ら
し
く
創
造

す
る
こ
と
、
ど
ん
な
人
間
に
な
ろ
う
？
と

い
う
こ
と
は
、
他
者
が
い
る
か
ら
わ
か
る

こ
と
で
あ
る
。
不
自
由
な
中
で
こ
そ
、
自

分
の
本
当
の
願
い
や
そ
の
本
質
に
気
付

く
。
こ
こ
は
、
専
門
家
集
団
だ
け
ど
、
専

門
家
っ
ぽ
く
な
く
、
こ
こ
に
集
ま
る
人
間

集
団
が
、
『
そ
の
一
人
』
を
応
援
す
る
環

境
を
つ
く
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。 

コ
ロ
ナ
が
も
た
ら
し
た
不
自
由
さ
に

よ
っ
て
、
「
こ
わ
い
」
と
「
こ
う
在
り
た

い
」
と
い
う
と
こ
ろ
の
葛
藤
が
う
ま
れ

る
。 人

そ
れ
ぞ
れ
、
そ
れ
が
わ
か
る
よ
う
に

な
る
に
は
、
時
間
が
か
か
る
が
、
自
分
と

の
対
話
・
人
と
人
と
の
対
話
・
時
代
と
の 

 

体

の
動

か
し
方

を
、
ボ
ー
ル
や
と
び

箱
や
器
具
を
使
っ

て
、
わ
か
り
や
す
く

伝
わ
る
よ
う
工
夫
し

て
い
ま
す
。
楽
し
く

取
り
組
め
る
雰
囲
気

づ
く
り
を
心
掛
け
て

い
ま
す
。 

教室の内容 



新館建設寄付者ご芳名  

7/1～8/31ご寄付いただいた方（順不同・敬称略） 

 多摩平卓球サークル 森下美千代 

※ご希望によりお載せしていない方もおられます。 

   

 

 

ザ・オランダストロークペインティング展示会のご案内 

ひの社会教育センターのトールペイント教室講師の 

秋山千春先生と会員の皆さんの作品をロビーに展示します 

 

 

 

 

 

 

 

  

募金総額 8/31 現在  
409 名+募金箱 
￥24,801,883- 

日時 10月 16日(金)〜24(土) 

 10:00〜16:00 

  ※18日(日)及び最終日は 13:00まで 

 ヨーロッパのかおり漂う花々や景色を

ご堪能くださいませ。 

皆さまのお越しをお待ちしております。 

４ 

 
♪ さ か い ん 

♪ 

▶ 作品の一部 
「オランダの風車」 

 

賛助会へのご協力 ありがとうございます 

★順不同・敬称略  

①個人会員 １口 1,000 円 

  檜佐やい 3 口 廣本隆彦 20 口 中野中 3 口 

 錦戸民子 3 口 笹本竹司 5 口 野田君江 3 口 

 小野口敬一 5 口 大塚喜久子 3 口 鍛代年子 3 口 

 本間テル子 3 口 古谷靖幸 3 口  

佐藤ヒサ子 10 口 鳥居由幸 5 口 鈴木あけの 10 口 

長澤成次 5 口 山田佳子 3 口 名取潮子 １口 

 戸枝明美 3 口 林幹高 10 口 金子尚弘 3 口 

 原田茂・晴美 10 口 榊原和子 10 口 川松ゆり 5 口 

中能孝則 5 口 菊池一春 3 口 金子美千代 3 口 

越智久子 3 口  田村省三 1 口 伊藤昭夫 3 口 

竹内政幸 5 口 佐藤眞砂 10 口 島田和子 5 口 

村上敏雄・悦子 3 口 山口和子 10 口 長岡音繪 1 口 

曽根学 2 口 池田好洋 5 口 藤巻誠 5 口 

志賀勝子 3 口 赤堀みち子 3 口 稲山惠久 3 口 

増田準一 3 口 只木貞吉 3 口 山下久美子 3 口 

熊谷亜由美 5 口 遊馬和夫 3 口 石川博 5 口 

疋田卓三 3 口 蔵品泰治 3 口 鈴木美奈子 5 口 

高山和一 3 口 荒井文昭 10 口 吉澤佐久子 10 口 

笠井純 1 口 新保敦子 1 口 小俣三千代 3 口 

遠藤佐知子 3 口 小林照明 10 口 橋本弥生 5 口 

 

②団体会員 １口 5,000 円 

  日野混声合唱団 2 口 いにしえ体操会 1 口 

  手話ダンスカワセミ 1 口 友遊ケアセンター 2 口 

至誠第二保育園 1 口 大和興産㈱ 4 口 

多摩平の森自治会 2 口  かたくり法律事務所 2 口 

寿楽会 2 口 八王子合同法律事務所 1 口 

南観光交通㈱ 2 口 ㈱オンリーワン 1 口 

デザイン U 1 口 たすけあい青空 1 口 

 

賛助会費の振込用紙に記入いただいた応援メッセージの 

一部をご紹介します。 

 

・新型コロナウィルス感染が早く収束し、社会教育活動が元に

戻ることを期待しています。 

・夢をもって実現させましょう！ 

・コロナで大変と思いますが、頑張ってください 

・まだ一度も伺ったとこはありませんが、市民が創るセンター

の理念に共感し応援させてもらっています。 

・コロナを上手に乗り越え頑張りましょう！ 

・ご発展を祈ります。 

・「みんなでつないだ 50年」幾多の困難もあったと思います。

市民とともに作り上げた新しいセンターでさらなる発展を。 

・考えもしなかった社会状況になり、どうしたものかと思いな

がらも日々は過ぎていきます。 

・スマイルタウン、いつも楽しみに読ませて頂いています。 

 

応援ありがとうございます。 

日野社会教育センターが市より受託運営している、
百草の子育て支援カフェ『モグモグ』の大人気レシピ
をご紹介！ご家庭でもチャレンジしてみてね        

きのこは火を通すとカサが減るので、たっぷりと入れましょう。食べやすい大
きさにほぐしたり、切ったり…お子さんと一緒に作っても楽しいですね！ 

 

たくさんの募金
ありがとう 
ございます。 

第６回 メニュー紹介！ 

『たっぷりきのこのクリームグラタン』 

『モグモグ』では日替わりランチ￥570、こどもランチ￥160で提供しています。 
コーヒーなどのドリンクも￥100～￥130 と、とってもリーズナブル☻ 

＜材料＞ 2人分 
・じゃがいも 中 2個 
・きのこ（色々お好みで） 200ｇ～300ｇ 
・玉ねぎ 1/2 個 
・バター 又は マーガリン 大 2 
・小麦粉 大 3～4 
・牛乳 ２カップ 
・生クリーム 1/2 カップ 
・塩・こしょう・サラダ油 
・ピザ用とろけるチーズ お好みの量 
 （スライスチーズでも OK その時はちぎって） 

 

スマイルタウン発行：（公財）社会教育協会日野社会教育センター   発行責任者：館長 入手喬  
〒191-0062 東京都日野市多摩平 3-1-13 電話 042-582-3136  FAX 042-581-0647 

➄ふつふつして全体がトロッとしてき
たら、生クリームを加えてひと煮た
ちさせ、塩、コショウで味を調える 

➅グラタン皿に①のじゃがいもを入
れ、上から➄のソースをかける 

➆チーズをのせてオーブン又はオー
ブントースターで焼く 

※オーブントースターなら 10 分位、
オーブンなら 250℃で 5分位、 

  こんがり美味しそうな焦げ目がつ
くまで焼きましょう 

➀じゃがいもは洗って、水分のついたままラ
ップで包んで電子レンジ 600Wで 5分
くらい柔らかくなるまで加熱 

➁フライパンにサラダ油を熱し、きのこ、玉
ねぎを炒める。しんなりしたらバター又は
マーガリンを加えて全体にからめる 

➂小麦粉を加えてからめるように炒める 
➃粉っぽさがなくなったら、いったん火を止
めて牛乳を加えて中弱火でこげないよう
にまぜて煮る 

つくりかた  

★できあがり★ 

 


